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い
よ
い
よ
３
年
次
生
の
就

職
活
動
が
本
格
化
し
ま
す
。

就
職
課
で
は
、
２
、
３
月
に

「
業
界
研
究
入
門
」、「
学
内

企
業
説
明
会
in
神
田
」
を
実

施
し
ま
す
。

２
月
に
実
施
す
る
「
業
界

研
究
入
門
」
に
は
、
生
田
・

神
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
合
わ
せ

て
６０
社
以
上
が
参
加
し
、
業

界
の
動
向
や
企
業
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。

３
月
に
実
施
す
る
「
学
内

企
業
説
明
会
in
神
田
」
に

は
、
合
計
で
２
５
０
社
以
上

が
参
加
し
、
仕
事
内
容
や
採

用
選
考
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
。

実
施
日
程
や
参
加
企
業
な

ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
Ｓ

‐

ｎ
ｅ
ｔ
な
ら
び
に
ポ
ー
タ

ル
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。参

加
の
際
に
は
「
ス
ー
ツ

着
用
」
「
時
間
厳
守
」
で
お

願
い
し
ま
す
。
本
番
の
説
明

会
と
同
じ
で
す
。

多
く
の
業
界
や
企
業
に
触

れ
、
視
野
を
広
げ
る
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
く
だ
さ
い
。

本
年
３
月
の
卒
業
予
定
者

に
向
け
て
は
、
２
月
２５
日

（
水
）
に
「
学
内
企
業
説
明

会
in
サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
一
日
で
１０
社

の
説
明
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
ち
ら
も
詳
し
く
は
Ｓ‐

ｎ
ｅ
ｔ
な
ら
び
に
ポ
ー
タ
ル

で
。
内
定
を
勝
ち
取
っ
て
卒

業
し
ま
し
ょ
う
！（

就
職
課
）

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ

に
対
応
す
る
た
め
に
は
語
学

教
育
は
不
可
欠
」
と
商
学
部

・
小
林
守
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
３５

人
）
で
は
商
学
部
で
唯
一
、

英
語
に
よ
る
授
業
を
展
開
し

て
い
る
。

あ
る
日
の
２
年
次
生
７
人

の
授
業
を
の
ぞ
い
て
み
た
。

◇

テ
キ
ス
ト
は
米
国
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
を
目
指
す
学
習

者
の
た
め
の
教
科
書
。
小
林

教
授
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
る

質
問
に
、
学
生
た
ち
は
答
え

て
い
く
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

に
は
、
「d

e
p
r
e
c
i
a
t
i
o
n

e
x
p
e
n
s
e
s

」
（
減
価
償
却

費
）
、
「b

r
e
a
k
e
v
e
n

p
o

i
n
t

」
（
損
益
分
岐
点
）
な

ど
の
専
門
用
語
が
書
き
出
さ

れ
た
。
英
文
和
訳
で
は
な

く
、
即
座
に
英
語
音
声
に
移

行
で
き
る
よ
う
鍛
え
る
授
業

だ
。小

林
教
授
は
「
こ
の
意
味

は
？
」
「
翻
訳
し
て
み
て
」

と
質
問
を
浴
び
せ
る
。
合
間

に
「
た
と
え
ば
」
「
さ
て
」

と
い
っ
た
英
語
の�
接
着
剤
�

を
使
っ
て
み
せ
る
。
海
外
の

例
を
教
材
に
し
て
、
日
本
企

業
と
の
違
い
や
問
題
点
、
そ

の
解
決
法
な
ど
を
皆
で
考
え

る
こ
と
も
あ
る
。

同
ゼ
ミ
に
入
る
に
は
、
英

検
２
級
程
度
の
英
語
力
が
必

要
。
面
接
も
英
語
で
行
わ
れ

る
。「

つ
い
て
い
く
の
は
大
変

か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
楽

し
く
授
業
を
受
け
て
い
ま

す
」
と
言
う
の
は
森
田
颯
真

さ
ん
。
英
国
オ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
で
の
短
期
留
学
経
験

が
あ
る
が
、
同
ゼ
ミ
で
は
特

に
留
学
経
験
が
必
要
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。

ま
ず
日
本
語
で
し
っ
か
り

基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
、
そ

の
上
で
英
語
に
取
り
組
む
。

言
葉
そ
の
も
の
を
理
解
す
る

に
は
「
内
容
が
伴
わ
な
い
と

だ
め
で
す
か
ら
ね
」
（
小
林

教
授
）
。
内
容
を
理
解
し
た

上
で
、
徹
底
し
た
「
音
読
」

で
言
葉
を
体
に
植
え
付
け
さ

せ
る
。
「
と
に
か
く
話
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
」
と

２
年
次
の
ゼ
ミ
を
終
え
て
３

年
次
に
は
「
か
な
り
英
語
を

話
せ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
」

と
小
林
教
授
。

小
林
教
授
は
、
海
外
経
済

協
力
基
金
（
現
・
国
際
協
力

機
構
∥
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
ミ
ャ

ン
マ
ー
や
韓
国
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

（
政
府
開
発
援
助
）
を
担
当

し
、
日
本
の
大
学
院
で
ビ
ジ

ネ
ス
を
研
究
し
た
の
ち
シ
ン

ク
タ
ン
ク
に
入
社
。
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
、
欧

州
な
ど
の
企
業
調
査
で
活
躍

し
、
そ
の
専
門
知
識
と
経
験

を
生
か
し
て
専
修
大
学
で
教

鞭
を
と
る
。

学
生
時
代
、
英
語
の
成
績

は
ほ
と
ん
ど
Ａ
。
し
か
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
現
場
で
は
「
ま
っ

た
く
通
じ
な
か
っ
た
ん
で
す

よ
」
。
想
定
問
答
を
考
え
、

ビ
ジ
ネ
ス
上
の
定
型
英
語
は

身
に
つ
け
た
も
の
の
、
懇
親

会
で
の
会
話
が
で
き
な
い
。

実
践
に
次
ぐ
実
践
で
モ
ノ
に

し
た
と
い
う
。

「
学
ん
だ
こ
と
を
外
国
語

で
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
世

界
が
ぐ
ん
と
広
が
る
。
そ
の

楽
し
さ
を
学
生
た
ち
に
も
ぜ

ひ
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
」

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

の
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
応
用
演
習
成
果

発
表
会
と
優
秀
作
品
表
彰
式

が
１
月
２２
日
、
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
２

年
次
生
４１
人
が
集
大
成
を
披

露
し
た
。

同
科
目
は
、
映
像
制
作
、

さ
ら
に
ニ
ー
ズ
や
目
的
に
よ

る
テ
ー
マ
を
発
想
す
る
企
画

力
、
表
現
手
法
な
ど
の
創
造

性
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

習
得
を
目
指
す
。

会
場
に
は
川
崎
市
多
摩
区

や
専
修
大
学
の
魅
力
を
描
い

た
個
人
制
作
の
映
像
Ｃ
Ｍ

（
３０
秒
）
４１
作
と
、
か
わ
さ

き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
登
録

団
体
を
Ｐ
Ｒ
す
る
グ
ル
ー
プ

制
作
に
よ
る
映
像
作
品
（
３

分
以
内
）
１２
作
が
並
ん
だ
。

表
彰
式
に
は
多
摩
区
の
小

松
宏
吉
副
区
長
ら
が
出
席
、

担
当
の
福
冨
忠
和
教
授
、
藤

原
正
仁
准
教
授
、
藤
咲
淳
一

非
常
勤
講
師
が
進
行
役
を
務

め
た
。

川
崎
市
多
摩
区
長
最
優
秀

賞
は
『
音
と
多
摩
区
』
の
山

菅
将
太
朗
さ
ん
。
川
崎
・
多

摩
の
川
の
せ
せ
ら
ぎ
な
ど
、

の
び
や
か
な
自
然
の
音
を
東

京
・
渋
谷
の
喧
騒
と
対
比
さ

せ
、
「
雑
音
の
な
い
町
に
聞

く
べ
き
音
が
あ
る
」
と
う
た

っ
た
。

専
修
大
学
広
報
課
最
優
秀

賞
は
齋
藤
千
明
さ
ん
の
『
お

さ
そ
い
。』。
７
つ
の
点
（
学

部
）
を
つ
な
げ
る
と
線
↓
面

↓
立
体
に
な
る
と
い
う
、
多

面
的
な
学
び
を
表
現
し
た
。

「
学
部
を
横
断
し
て
学
ぶ
文

系
大
学
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
か
っ
た
」
（
齋
藤
さ

ん
）。教

員
側
か
ら
は
「
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
の
要
望
を
受
け
止
め

た
、
き
ち
ん
と
し
た
コ
ン
テ

や
設
計
づ
く
り
が
大
切
」

（
福
冨
教
授
）、「
映
像
づ
く

り
は
失
敗
の
繰
り
返
し
。
失

敗
を
恐
れ
ず
先
を
見
据
え
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
（
藤

咲
非
常
勤
講
師
）
な
ど
の
注

文
が
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
の
ほ
か
の
優
秀
作
品
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）
。
▽

川
崎
市
多
摩
区
長
優
秀
賞
∥

佐
藤
彩
枝
『
た
ま
さ
ん
ぽ
』

▽
専
修
大
学
入
学
セ
ン
タ
ー

特
別
奨
励
賞
∥
森
哲
平
『
専

修
大
学
で
学
ぼ
う
』
※
同
最

優
秀
賞
は
該
当
者
な
し
▽
教

員
特
別
奨
励
賞
（
３
点
）
∥

加
藤
美
帆
『
良
い
と
お
も
う

場
所
が
あ
る
』
、
吉
野
晃
広

『
そ
の
一
瞬
を
大
切
に
し
よ

う
』
、
高
沼
華
歩
『
あ
な
た

を
咲
か
せ
る
場
所
』

な
お
、
市
民
団
体
Ｐ
Ｒ
作

品
は
、
同
３０
日
に
「
か
わ
さ

き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
で

も
展
示
さ
れ
た
。
２
月
６
日

に
は
作
品
を
め
ぐ
り
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
と
学
生
と
の
交
流
会

が
開
か
れ
た
。

神
奈
川
県
内
の
企
業
か
ら

の
課
題
に
、
大
学
生
が
解
決

策
を
提
案
す
る
産
学
連
携
の

課
題
解
決
型
研
究
コ
ン
ペ

「
第
１１
回
神
奈
川
産
学
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
神

奈
川
経
済
同
友
会
主
催
）
の

結
果
が
発
表
さ
れ
、
本
学
か

ら
は
１
チ
ー
ム
が
最
優
秀

賞
、
８
チ
ー
ム
が
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
。

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は

経
営
学
部
・
馬
塲
杉
夫
ゼ
ミ

の
長
坂
優
美
さ
ん
、
芦
田
拓

也
さ
ん
、
甲
斐
由
加
理
さ

ん
、
遠
藤
紘
太
朗
さ
ん
の
３

年
次
生
チ
ー
ム
。
京
急
ス
ト

ア
の
課
題
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
求
め
ら
れ
る
人
材

開
発
に
つ
い
て
」
に
取
り
組

み
、
高
い
評
価
を
得
た
。

今
回
の
同
コ
ン
ペ
は
２８
企

業
か
ら
の
３２
テ
ー
マ
に
１８
大

学
２
２
９
チ
ー
ム
が
応
募
。

本
学
か
ら
は
最
多
の
４６
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
。
表
彰
式（
１２

月
１８
日
、
横
浜
市
・
パ
シ
フ

ィ
コ
横
浜
）
で
は
、
参
加
大

学
を
代
表
し
て
本
学
の
矢
野

建
一
学
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

学
生
の
意
欲
的
な
取
り
組
み

を
た
た
え
た
。

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の
は

次
の
チ
ー
ム
（
敬
称
略
。
先

頭
が
代
表
者
）。

【
経
営
・
森
本
祥
一
ゼ
ミ
】

▽
青
木
宏
太
郎
／
遠
藤
翔
太

∥
４
年
次

▽
丸
山
貴
史
／
大
嶋
杏
奈
／

寺
嶋
聖
佳
∥
３
年
次

【
経
営
・
関
根
純
ゼ
ミ
】

▽
堀
内
諒
／
高
橋
諒
／
池
田

美
優
／
秀
口
昌
輝
∥
３
年
次

▽
村
山
帆
奈
美
／
鹿
郷
千
紘

／
阿
部
由
莉
∥
３
年
次

▽
浅
沼
竣
介
／
木
下
礼
理
／

横
川
知
代
∥
３
年
次

【
経
営
・
矢
澤
清
明
ゼ
ミ
】

▽
渡
邊
雄
一
郎
／
岡
島
彩
佳

／
小
松
里
奈
／
関
口
舞
∥
３

年
次

▽
村
田
將
夫
／
鈴
木
亜
実
／

白
井
庸
仁
／
工
藤
伶
奈
∥
３

年
次

【
商
・
鹿
住
倫
世
ゼ
ミ
】

▽
望
月
蕗
花
／
香
月
遥
／
木

村
美
早
紀
∥
３
年
次

個
で
は
ダ
メ
で
も

チ
ー
ム
で
は
可
能

最
優
秀
賞
馬
塲
ゼ
ミ
・
長

坂
さ
ん
の
話

提
案
し
た
の

は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
Ｏ
Ｊ
Ｔ

（O
n
t
h
e

J
o
b

T
r
a
i

n
i
n
g

）
と
集

合
研
修
を
融

合

さ

せ

た

「
Ｋ
Ｔ
Ｃ
シ

ス
テ
ム
」
で

す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
用
い
、

就
業
時
間
中

の
学
習
と
、

就
業
時
間
後

の
情
報
共
有

を
図
る
シ
ス

テ
ム
で
、
楽

し
み
な
が
ら

取
り
組
め
る

工
夫
を
加
え
、
効
果
的
な
人

材
育
成
を
目
指
し
ま
し
た
。

今
回
の
活
動
で
学
ん
だ
こ

と
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切

さ
で
す
。
４
人
で
意
見
を
出

し
合
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
提

案
を
生
み
出
す
こ
と
は
苦
労

の
連
続
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
が
得
意
な
役
割
を
果
た
し

て
弱
点
を
補
い
合
い
ま
し

た
。
一
人
で
は
で
き
な
い
こ

と
も
チ
ー
ム
だ
と
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
大
胆
な
発
想
を

生
む
こ
と
が
で
き
る
と
分
か

り
ま
し
た
。

発
表
に
向
け
て
企
業
の

方
、
馬
塲
先
生
、
ゼ
ミ
生
か

ら
も
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ゼ
ミ
で
の
予
行
演
習
な
ど
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
に
つ
な
が
り
、
今
回
の
成

果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

メディアプロデュースプログラム・応用演習成果発表

春
休
み
を
就
活
に
生
か
そ
う


春
休
み
を
就
活
に
生
か
そ
う


馬
塲
ゼ
ミ
チ
ー
ム
が
最
優
秀
賞

３

第
１１
回
神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ

学
ん
だ
こ
と
外
国
語
で

世
界
が
ぐ
ん
と
広
が
る

学
ん
だ
こ
と
外
国
語
で

世
界
が
ぐ
ん
と
広
が
る

�

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
は
専
門
用
語
が
・
・
・

小
林
教
授
と
ゼ
ミ
生

授
業
は
英
語

小
林
ゼ
ミ

�

山
菅
さ
ん
（
前
列
左
か
ら
２
人
目
）
、
齋
藤
さ
ん

（
同
３
人
目
）
ら
入
賞
者
の
皆
さ
ん

�

馬
塲
教
授
を
中
心
に
最
優
秀
賞
を
獲
得

の
長
坂
さ
ん
（
左
か
ら
２
人
目
）
ら

多摩区と専大の魅力を映像で多摩区と専大の魅力を映像で
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